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１ まえがき  
講義開始前の37号館や39号館のエレベータ

ーには長い待ち行列が発生する。遅刻しないよ

うに先を急いでいるときには大きな問題とな

る。これは大学だけではなく，長い待ち行列を

解消することは，エレベーターの利用に関する

重要な課題である。 
エレベーター運行の効率化には，エレベータ

ー自体の効率的な運行を目指す「群管理システ

ム1)」や，エレベーターに乗る人を行き先階に

より振り分ける「セキュリティーシステム連

動・エレベーター行先予報システム2)」がよく

知られている。しかし，実際にエレベーターを

利用していると，エレベーターの人の乗り降り

にストレスを感じることが多く，特に混雑時に

は顕著となる。 
そこで，本研究では，エレベーター内の人の

動きに注目し，人の乗り降りをスムーズに行う

ことにより運行の効率化を目指し，これまでに

得られている「乗降者の配置が降車時間に影響

を与える」という結果を踏まえ，実際に降車時

間を短縮する乗降者配置システムを構築した

ので報告する。 
 
２ 乗降者配置システム 
これまでの先行研究3),4)により，エレベータ

ー内の人の動きを再現するシミュレーション

を構築し，実証実験との照らし合わせを行うこ

とにより，人の乗り降りの効率化には，人の乗

車位置の適正化が重要であることが分かった。

特に，エレベーター内を中央や前方と分けたと

きに，降車する人をどこに配置すると降車時間

がどのように短縮されるかをシミュレーショ

ンにより各条件で100回試行した結果が図１

であり，降車人数が増えることで効果は減るが，

中央かつ前方に降車する人が配置されること

で，降車時間が短縮されることが分かった。 

 
図１ シミュレーションによる降車人数別の

乗車位置による１人あたりの降車時間平均 
 
そこで，我々は降車する人が中央かつ前方に

乗車するシステムをExcelにより構築した（図

２）。今回は，試行的に「降りる」か「降りな

いか」を選択するのみにしたが，更に発展させ

れば，降車階数ごとに乗車位置を指定するシス

テムに移行することは可能である。 
画面上の「降りる」か「降りないか」を選択

すると，エレベーター内の乗車位置が番号によ

って示されるようになっており，降りる人が中

央かつ前方の位置に来るようにプログラムが

組まれている。 
 

 
 

図２ 乗降者配置システム 
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３ 実証実験の方法 
 パネルなどを利用して空間を区切り，擬似的

なエレベーターを図３のように作成し，天井・

側面・前方にカメラを設置して，人の動きを記

録した。 
エレベーターに乗る人数は10人とし，そこ

から降りる人数を3人と7人の2パターンに設

定して，次のように「降りる人」の乗車位置に

条件を与えて各10回の実験を行った。 
（１） 何も条件を与えない（比較用） 
（２） システム利用 

なお，誰が降車するかは，毎回くじによりラン

ダムに決定した。 
システムの利用に関しては，図４のように乗

車前に乗車位置を決定した後で，一斉にエレベ

ーターに乗り込むようにした。 
 
４ 実験結果および検討 
 実験で得られた降車時間の平均値をグラフ

にしたものが図５である。予想通り3名降車で

1.9秒，7名降車で1.3秒の時間短縮が実現でき

た。さらに，条件なしの場合には，降りなくて

よい人が降車の妨げにならないように降車す

る場合があり（平均として3名降車で0.6名，7
名降車で0.3名），実際には再乗車の時間が加

算されることになるため，効果は更に増大する。 
 しかしながら，システム利用時に，乗車に戸

惑いがあり，時間がかかっていたことから，同

様に乗車時間の平均を確認したところ，図６の

ように3名降車で3.7秒，7名降車で2.4秒の時間

増となっていることが分かった。 
 

 
 

図３ 擬似的エレベーター 
 

 
 

図４ システムの利用風景 

 
 

図５ 降車時間平均 
 

 
 

図６ 乗車時間平均 
 
５ まとめ 
実験結果により乗降時間としては，システム

利用は効率が悪いことになるが，原因が乗車に

関して何も配慮されていなかったことにある

のは明白である。例えば， 
・投影で図が上下逆（頭の中で反転が必要） 
・投影が１カ所で乗車中は振り向く必要あり 
・乗車の待ち列にも並び位置を指定する 
・待ち行列の並び方による入口の混雑緩和 
などが考えられるので，乗車を考慮したシステ

ムの再構築（ソフトとハードの両面）を行い，

実証実験を含めた追加報告を行いたい。 
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